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衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
日
本
人
学
生
の
海
外
留
学
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

経
済
協
力
開
発
機
構
等
が
公
表
し
た
統
計
に
お
い
て
は
、
日
本
人
の
海
外
留
学
者
数
は
御
指
摘
の
と
お
り
減
少
傾
向
に
あ

る
。
そ
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
日
本
人
学
生
等
が
海
外
留
学
に
価
値
を
見
い
だ
せ
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
と
も

に
、
日
本
人
留
学
生
が
国
内
に
お
け
る
就
職
活
動
の
時
期
を
逸
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、
留
学
費
用
等
の
経
済
的
負
担

が
大
き
い
こ
と
、
我
が
国
の
大
学
に
よ
る
日
本
人
学
生
等
の
海
外
留
学
に
関
す
る
支
援
体
制
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
日
本

人
学
生
等
に
語
学
力
に
つ
い
て
の
不
安
が
あ
る
こ
と
等
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

日
本
人
学
生
の
海
外
留
学
に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
政
府
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
国
費
に
よ
る
海
外
留
学
支
援
制
度

や
民
間
資
金
を
活
用
し
た
官
民
協
働
海
外
留
学
支
援
制
度
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
取

組
に
加
え
、
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
」
等
を
通
じ
た
我
が
国
の
大
学
に
よ
る
日
本
人
学
生
等
の
海
外

留
学
に
関
す
る
支
援
体
制
の
強
化
や
、
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
通
じ
た
若
者
の
海
外
留
学

の
機
運
を
醸
成
す
る
取
組
等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
国
内
の
日
本
人
学
生
を
支
援
す
る
姿
勢
に
欠
け
る
」
と
の

一



御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二


